
鹿屋市スポーツボランティア制度運用要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、市民のボランティアに対する意識を高揚させ、スポーツイベ

ント、大会等へのボランティアとしての参加を促進するため実施する鹿屋市スポ

ーツボランティア制度（以下「スポーツボランティア制度」という。）について

必要な事項を定め、もって本市においてスポーツボランティア活動を円滑かつ効

果的に実施することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、スポーツボランティアとは、次に掲げる活動に無償で

協力するものとして、市に登録された者をいう。 

(1) 市が主催、共催又は後援するスポーツイベント・大会等を支援する活動 

(2) その他市長が必要と認めるスポーツイベント・大会等を支援する活動 

（スポーツボランティアの登録の条件） 

第３条 スポーツボランティアとして登録できる者は、次の各号のいずれにも該当

する個人又は団体とする。 

(1) 市内に居住、通勤若しくは通学している中学生を除く15歳以上の者又は市内

に事務所若しくは拠点を置く団体 

(2) 市のスポーツ振興のため、「ささえるスポーツ」の担い手として自主的にス

ポーツイベント等に協力できる者 

（スポーツボランティアの登録） 

第４条 スポーツボランティアの登録を受けようとする者は、鹿屋市スポーツボラ

ンティア登録申請書（別記第１号様式）を市長に提出しなければならない。ただ

し、満18歳未満の者が申請する場合は保護者の同意を要するものとする。 

２ 市長は、前項の申請があった場合は、その内容を審査し、スポーツボランティ

アの登録をすることが適当であると認めたときは、当該申請者を鹿屋市スポーツ

ボランティア登録簿に登録するとともに、スポーツボランティアの登録を受けた

者（以下「登録者」という。）に鹿屋市スポーツボランティア登録証（別記第２

号様式）を交付する。 

（登録の変更） 

第５条 登録者は、登録の内容に変更があった場合は、鹿屋市スポーツボランティ



ア登録内容変更届出書（別記第３号様式）により市長に届け出なければならない。 

（登録の取消し） 

第６条 市長は、登録者が次の各号のいずれかに該当するものと認められる場合は、

その登録を取り消すことができる。 

(1) 登録の取消しを希望する登録者が、鹿屋市スポーツボランティア登録取消届

出書（別記第３号様式）により、市長に届け出たとき。 

(2) 登録者に公序良俗に反する行為又はスポーツボランティアとしてふさわしく

ない行為が認められたとき。 

(3) 継続して３年以上にわたり連絡不能となったとき。 

(4) その他この要綱のいずれかに違反したとき。 

（派遣の申請） 

第７条 第２条に規定する活動（以下「活動」という。）において登録者の派遣を

希望するスポーツイベント等の主催者（以下「派遣申請者」という。）は、鹿屋

市スポーツボランティア派遣申請書（別記第４号様式）を市長に提出しなければ

ならない。 

２ 市長は、前項の申請があった場合は、その内容を審査し、登録者を派遣するこ

とが適当であると認めたときは、その旨を派遣申請者に通知し、登録者にスポー

ツボランティア募集情報を提供するものとする。 

（派遣申請者の責務） 

第８条 スポーツボランティアの活動に係る傷害保険その他必要な経費は、派遣申

請者が負担するものとする。 

２ 派遣申請者は、スポーツボランティアの活動中の安全確保について、十分に配

慮しなければならない。 

３ 派遣申請者は、スポーツボランティアの活動を行うための個人情報の取扱いに

当たっては、個人情報の保護に関する法律その他関係法令等を遵守し、個人の権

利利益を侵害することのないよう、個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

（守秘義務） 

第９条 登録者及び派遣申請者は、スポーツボランティアの活動中に知り得た情報

を、他に漏らしてはならない。 

（庶務） 



第10条 スポーツボランティアに係る事務は、市民生活部市民スポーツ課において

処理する。 

（その他） 

第11条 この要綱に定めるもののほか、スポーツボランティアに関し必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和７年１月１日から施行する。



 

 



第２号様式（第４条関係）





 

 


